
 
校種・学年 中学校・２学年 教科等 総合的な学習の時間 

活用場面 行事などのまとめ発表として行う。 

 
１ 事例の概要 
・総合的な学習の時間で勤労をテーマとした学習において、小中連携の交流授業を行う。 
・本中学校ブロック（中学校１校、小学校２校）で独自に作成したキャリアノートを利用す
る。 

 
２ 活用の利点 
・単にコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力が上がるだけでなく、内容を知ら
ない相手や年齢が低い相手にわかりやすく伝えるためには、相手に合わせた言葉を選択しな
ければいけないため、相手の立場に立った話し方が身につく。 
・独自のキャリアノートには、小中学校で共通する発問内容があり、学年が上がって見返し
たときに、自分の考えの変化や成長を実感できる。 

 
３ 資料 
＜活用例＞ 
 ・中学校（２年）では勤労の意義について学習するまとめの場面、小学校（６年）では導

入の場面において、小学生に対して、中学生が実際に働いた内容を伝え、小学生の疑問
などに応える交流授業を行う。 

 
（１）中学生が社会体験チャレンジ（職場体験学習）で得たことを Google スライドに 

まとめる。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

キャリア・パスポート活用例 
〜小中一貫教育のための交流授業〜 

スライドでは、伝わりやすいようにキーワード
や写真などを中心に作成する。 



（２）Google ミートを利用して小学生に対してオンラインで発表を行う。 

 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
（３）振り返りを行う。 

 
 
 
 
 
   「聞いている人が分かりやすいように強調して説明した」や「小学生がうなずいてく

れ、楽しそうにクイズをする姿を見て、発表した甲斐があり、嬉しかった」という記述
からも、生徒の学びに対する意欲が感じられ、達成感や充実感を味わわせることができ
た。また、聞き手を意識した発表を考えることで、コミュニケーション能力も育まれ、
生徒にとって大きな学びの場となった。 

 
 （４）キャリアノートに記入する 

小中学校で共通する発問内容があり、学年が上がって見返したときに、自分の考えの
変化や成長を実感することができる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

相手の表情などを確認して、伝
わりやすい表現で発表する。 

事前に考えられた質問ではないため、その場
で考え、受け答えする姿が見られた。課題対応
能力や判断力が養われる活動である。 


























